
「茨城水試試軸，昭利44年度（1971）」

鹿島冷水塊出現時における沖合の海況

－1－

久　　保　　冶　　良

緒　　言

1989年夏期における鹿島灘での冷水塊の出現は本県沿岸漁業に多大を影響を及ぼしたと考えられる0

（例えばシラス，カスゴ，イナダ漁が低下した11－　従来この海域の尚兄についての研究は各方面でなさ

れており参考資料も多い。今回は冷水塊の出現により犬吠東方海域の海況がいかなる影響を受けたかを解

析しようとするものであり，その結果をここに報告する。

水戸丸が漁海況予報事業の一環として実施した沖合定線観測の結果資料2））を用いた0観測点は図1に

示した。

なお，この観軌は19‘9年8月19日～21日に実施

されたものである】

結　　果

（1）水温，塩素量の水平分布

水温，塩素量の．iBOlineは平行性を示し・表面で

は27㌦280C，1鼠□～1鼠5象．の高温，高鹸水が

も㌦

J

レ
l
L

犬吠 埼

l　 0 2 2

2□

・ 1

1β 一一11i

5

【

1 4

Y 4 ‘ T 8

l

▼ 10 1 2

1450E線を中心に5dCN付近まで張り出してお力，　　図1　水戸丸沖合定線観軋点

又，更に沖合の14dO E付近には25～2占OC，＝川～1RS亀のやや高温，高鹸水が北東方面

から張出している。24～270C，18．4－1鼠0‰の低温，低鍼水が142D E付近に存在し・

北西方面から張出している。又，144C～1450EKは25～28DC，18・8～190脇のや

や低温，低嚇水が北西方面から張出している（幽2－11

1D Om層になると前記の傾向が更に明

瞭に怒り，17～2DOC，19・2～1鼠4

免の高温，高鹸水が1450E線を中心に

南方面から舌状に張出してお力，又，更に

沖合の14dO E付近には15～190C

lR2～194‰の高温，昂鹸水が北東方 図2－1　表面水温，塩素量水平分布

面から張り出している。1450E付近には10～150C・189～1鼠1鮎。低温・低鹸水が隋円



－2－

形に形成され一種の冷水塊とみることが出来よう。又，1420E付近には15～1dOc，18，9～

1鼠1免の低温，低鹸水が北西方向から張出してかれ　これは鹿島冷水塊の連続と考えられる。ここで

高温，高般若を黒潮とみると暖流は北東流し，

ることが推定される（図2－2）。

（2■・水温，塩素量の垂直分布

垂直分布からみても水温，塩素量のi80－

日neはやや平行性を示してお＿り犬吠崎正東

線では11～28〕U，1鼠10～1鼠55

肇の高湿，高越水が1450E　を中心に

hOart塾に存在し，1二4占O E付近にも11

～2dUC，1910～1鼠25免の高温，

この海域よカヤや北側で大きくmeanderingしてい

図2－2　　10Dm水温，塩素量水平分布

高転水か認められ，このheart型の観世を熊潮とみると．

その中心は水探150m付近で水温170C，塩素量1954亀程度となる。他の黒潮中心は14ム電

以東に存在するようである。又，1450Eには5－140C，18▲75～190咽‰の低温，低顔水

の湧昇が認められ反時計回カの親潮系水塊と考えられる。1420E以西にも低温低嚇水の湧昇が

認められるが，ここではその程度は明らかではない。（図5－1）。

鹿島正東線をみると11～　28　0C

1910～1R55東リの高温，．高良水は犬吠

線と同様1450Eを中心に認められるがそ　　24
22

の形は栴円型と走力範囲も非常に狭ばまった。　知，

中心は水深10□m付近で水温170C，塩

素量1952軋程度となってレ1る。又，犬吠

線で14占O E付近にみられた高温，高魂水

はそれより菌に近づき中心が14505D′E

付近に現われ水沫10nm付近で水温170C

塩素量1鼠5禍謹直である。しかし，この

2つの高温，高幽水は11～280C，日日D

～19LS S‰の範囲からみると明らかに接触

してかれ　これよりみて5占ON　よりやや北

側がこの海域のnleanderiIlg最北端と考

泉
轟
－
－
－
●

図5－1　犬吠正東水温．塩素量鉛直分布

えてよいと思う0犬吠線で1450Eに認められた親潮系水の湧昇は上記のことき物理的妾因，その他

によって144DEに中心が移れ　5～100C，18・80～190D蕗。の低温，低鹸水を示している。

又，1420E以西にも5～1Dbc．1乱75～1RO咽の低温，低誠水の湧昇が犬吠線の場合よカ

も明瞭に認められ，これも反時計回りの親潮系水塊と考えられる。上層（D～75m層付近〕において



は西方から1450E付近、まで15～26Oc・1a45～‥□D免の低鍼でやや高温浸水が浪出し

てかれこれは明らかに鹿島沖冷水塊の延長である0144UEの上鹿〔□～5□m層）には22～2占OC

la85～1■D　免の低敵でやや高湿を水の存在が融められ・親潮の表層南下か，湧鼻水が孤立した

ものかどちらかであろう。（図5－2）。

J
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以上の事攻を立体的に模式化したものが

図4である。

ここでAl，A2，A5，A4，は黒潮

を示しておりBl及びB2は連続的を水塊

でこれは決層に女中てはCl及びC2と連

続してお力親潮系水とみる鼻が出来る。

Dは鹿島沖冷水塊でありCグループと連

続している車が予想される。これを細分す

ると次のように考えられる。即ちAl，A2

の暖水とA5，A4の暖水は別個のもので

一方が黒潮主流に入り，他方は暖水塊とし

て残っており＝Bグループの冷水がこの二つ

の暖水を分けている。これ等の鞄係はT－

CLダイヤグラムからも推察される。

（5）力学的高低囲

基準面を各勧軌層にとって作成してみた

が，水深50m庵以深を基準面にとると，

どの面でも大体同様を高低図を示してお力，

須田5）か用いているように流動をみるだけ

なら50m盾を基準にしても何等支障は恵

一　いと考えられる。

言値方法は地衡流の理論に基づき4〕10〕

拒王’αdpの式を用楓
盟5は400m層を基準面にとつね椿

の表庵における力学的高低凶である。

この図よカ流動を推定すると1420～

1450E間では北東流があ少し1450　～

14405□／間は南東流，1450E以

東では北軸流が卓越している。最大流速希

凶5－2　　鹿島正東水温．塩素量鉛直分布

図4　　立体的にみた水系模式図

図5　4□＝Ddb讐詔苦狩野



は最高水温よカやや左側にある。この最高

流速帯が最高水檻帯よりやや左側に偏するこ

とは宇田5㌔萌摘したとお力である。

（4）黒潮の動向

力学的高低図（図5）及び海洋観軌概報（

図言）によると鯛航軸は九十旭沿岸沿

いに北東方向に流れ，5占0】V，1450E

付近で　me乱ndering　南東流と表わ更

に550N．1450E付近で北西流に変り

その後58　0Ⅳ，1450E付近から束流し

ていることが推測される。これを模式化した

ものが図7である。

水温，塩素量垂直分布図（図　51及び55

全国海況旬報7〕（図8）によると黒潮統

制は145O E付近を北流ないしは北東流し，

580札1450E付近でmeandel・iI警

してその後束流していることが考えられこれ

を模式化したものが図9である。

以上の2説をみるに後者の方が他の観測資

料8）9あ、らみても確からしいよ

（句　力学的海流推算

岬で行なったDの計算に基づき

vD－Vl＝芸雲譲二なる式

宕）蘭だ，11）
ここで400d bを無流層と仮定したq

これによると最高流速はst8，StlD
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図7　黒　潮　流　軸　模　式　図
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図8　表面流速．流向図

142　　　　　　　　　　144　　　　　　　　　　14ム

図9　　黒潮流軸模式図

間の44cm／SeC（0．8占ノット）で実利流よりかなり弱いものとなってお力，これは無流層を400

d bに仮定したための誤差であろう。
9）

実測値と推算値を比較したのか　表1である。　実測値は海上保安庁水路部　のものから8tation

間に近い地点の値をとり，cm／Sec　に換算した。
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鹿

島

位　 置 S t2 2．st2 0 St2 0，8 t18 St 18，Stl d St 18，S t 14

－4 1．2 ＋2　0．占 ＋7 7 2

＋2 占．4

家例値 一十1 5　5．7

推算値 ＋2 賢さ －5　2．1 ＋1 占．2

犬

■吠

在住値 8 t4，Btd S td，8 t8 S L8，8上目〕 18 tlO，St 12

寅測値 十5　8．占 －10 2．9 －5　8＿占 一十9 2．占

推算値 一十2 7．4 一一8．5 －4　5．7 ＋2 1．1

表　1実測値と堆簸値との比較（表面流速〕

（＋は北胱草葉が強く，一位商流要素が強い〕

要　　約

J　¢水温・塩素量の水平，垂直分布におハてそのi801ineは平行仕を示した。

②　黒潮中心は水温170C，塩素量1鼠50感．っであった0

③　鹿島沖合では鹿島冷水塊の影響が明瞭であった。

亘）黒潮のmeandering最北端は5dON，1450E付近である。

⑤　黒斬配路については2つの考え方がある○

⑥流速の実測値と推算値との比較では・推算値の方がかモカ低叫直を示しているが・流向については

やヤ一致している。

円
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